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近江八幡市 にみ られ るキ リス ト教伝道
明 治 ・大 正 期 を 中 心 と して
藤 山 照 英
1.明 治 の キ リス ト教
キリス ト教(プ ロテスタンティズム)の 日本
伝道が,文 化史的にみてどのようにとらえられ
るかが本論のテーマである。文化史的というの
は,こ こでは,日 本におけるキリス ト教伝道の
パターンを さして いる。 キリス ト教は,rい う
まで もな く一つの宗教なのであるか ら,特 定の
教義や信条が宣教師の活動を通 じて日本にもた
らされたのであるが,そ こにはキ リス ト教の伝
道にのみ見られるパターンがあったであろう。
キリス ト教の教義や信条その ものを問題 とす る
のではな くて,そ れが当時の日本の社会のどの
ような社会層に受容 され 滲透 したか というこ
と,信 者を増大 してゆく場合に,宣 教師たちが
どのような方法をとったかということが当面の
課題である。明治維新にはじまる日本の社会の
近代化に,キ リス ト教の果 した役割には非常に
大 きなものがあったことは言 うまで もない。そ
れにもかかわらず,そ の影響の深 さについてあ










100万(旧 教40万,新 教60万)程 度であるにす ぎ
ない。キ リス ト教は外来宗教であるからと言 っ
てしまえばそれまでであるけれども,そ こには
日本の文化 ・社会構造にまでかかわる根本的な


























リス ト教徒の活動は,そ れがそのまま,日 本社
会を近代化 ・合理化せ しめる運動で もあった。
ところで,そ のように 「文明の宗教」であっ








のである。そこか ら,日 本におけるキ リス ト者
の生 きかたは,二 つの方向にわかれ ることにな
る。一つは,日 本の社会に積極的に融和 し適応
してゆく方向であり,今 一つはそれ とは反対に
信仰集団の純粋性を守 り,日 本の社会に対 して







的個性を通 じて,個 人か ら個人へ伝達 されるの
であるけれ ども,キ リス ト教の伝道は,そ うし
た面を基本 としつつも,日 本の伝統的な社会構
造に依存 していたといわれ る。キリス ト教会と
いう特殊な少数社会の形成にも,家 ぐるみの入




いった家族的な集いの要素が強 く,一 種の 「兄
弟的団体」としての性格が 強がった といわれ






るので あって,新 しい 宗教が もたらされ ると
きは,そ の宗教の もっている教義や信条が,当
代の人びとの宗教的ニー ドにフィットす る場合






味では宗教 と社会,経 済的な状況 とはつねに相
即した関係がみ られ るのである。
明治のキリス ト教は,大 ぎっぱに云 って三つ
の時期に分けられ る。




2.明 治6年 から,明 治20年 代前半の明治国
家体制確立までの時期。いわゆる黙許の時
代。
3.明 治30年 代以降。 日本資本主義の発達に
よる都市人口の増大 と,そ れに伴なう新し
い中産階級(会 社員 ・自由業 ・教員 ・学生)
という社会層が出現 してきた時期。
さて明治前期には,日 本宣教の三大拠点 とな
った,横 浜バン ド,熊 本バン ド,札 幌バン ドに
よる活動がみられ,教 会はまず東京 ・横浜 ・神
奈川 ・長崎 といった外人宣教師の集 まるところ












ぶため,そ れぞれの学塾,洋 学校,あ るいは官
立学校に入学 して,そ こでキリス ト教を信奉す
ることになるのである。そうした彼 らが,明 治
前期のす ぐれた伝道師 となってゆ くのであ る。
当時は,徳 川時代以来のキリス ト教邪教観の支
配 していた時代で あった。 とくに,士 族層 に
は,キ リス ト教は,日 本国家を破壊し,外 国の
侵略にまかせ るものだ とい うキリス ト教国害論
が深 く浸透 していたはずである。 したがって,
この邪教観を克服す るに足 る論理と倫理がまず
樹立 されねばな らなかった。それは,各 々の人
物の場合でちがっていたけれども,儒 教倫理 と
キリス ト教の教理を比較 して信仰に入 っていっ
た場合 と,強 烈な国家救済の意志か らキ リス ト
教に結びついた場合があったといわれる。欧米
か ら来日した宣教師たちも,「神は 日本の 伝道
事業において,知 識階級が最初に,か つ最 も強
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力 な影 響 を受 け るこ とを適 当 と見 給 うに 。今 日
ま で キ リス ト者 とな っ た者 の大 部 分 は この 階 層
の もの で あ る。 神 戸 にお い て も,横 浜 お よび 江
戸 に お い て も。」(0.ケ ー リー)と 記 して い る。
当 時 日本 に きた宣 教 師 た ち の多 くは,南 北 戦 争
の 生 きの こ りの 勇士 た ちで あ り,ま た ア メ リカ
の フ ロ ン テ ィアの血 を受 け つ ぎ,ま さに世 界 一
の資 本 主 義 国 と し よ う とす る意 気 ごみ を もっ た
生 粋 の ピ ュ厂 リタン で あ り,彼 らの期 待 した も
の は,将 来 日本 の第三 階級 の 台頭 に よ る近 代 市
民 社 会 を形成 す べ き青 年 た ちに,そ の バ ッ クボ
ー ン と しての キ リス トの福 音 を伝 え る こ とに あ
っ た。 か くて,・教 会 は,大 都 市 を 中心 に ま ず設
立 さμ た。 これ は宣 教 師 の居 住 に大 都 市 が便 宜
で あ り,ま た信 仰 を受 け容 れ る中堅 知 識 層 は大
都 市 に多 か っ たか らで あ る。つ い で,城 下 町 や,
地 方 都 市 に も福 音 が 伝 え られ て ゆ、く,。明 治10年
ま で に教 会 が 形 成 され π地 点 は,弘 前 ・箱 館 ・
新 潟 ・上 田 ・沼 津 ・西 尾 ・長 崎 ・三 田(摂 津)
が あ げ られ,農 村教 会 と して は,千 葉 県 の 法
典 ・安 食 ・大 森 が 数 え られ る。 それ が,明 治14
年 末 に は,東 京 に は21,京 都 に1,大 阪 に3,
横 浜 に3,神 戸 に4の 教会 が作 られ,県 庁 所 在
の 地 方 都 市 で は,静 岡教 会(7年),甲 府 教 会
(11年),仙 台 一 致 教 会(14年),盛 岡浸 教 会(13
年),山 形 美 以教 会(13年),金 沢教 会(14年),
岡 山基 督 教 会(13年),徳 島講 義所(13年),長 崎
美 以 教 会(8年),長 崎 一 致教 会(9年),鹿 児 島
一 致 教 会(13年)
,鹿 児 島 美 以 教 会(13年)が つ
く られ た。
さ らに,地 方 都 市 や農 村 に教 会 が 設 立 され た
の は,次 の とお りで あ る。
三 田(兵 庫 ・8年),明 石(10年),中 条(新 潟 ・
13年),安 中(群 馬 ・11年),安 食(千 葉 ・11年),
大 森(千 葉 ・10年),法 典(千 葉 ・8年),西 尾(愛
知 県 。8年),沼 津(静 岡 ・9年),彦 根(滋 賀 県
・12年),八 日市(滋 賀県 ・13年),上 田(長 野 県
　
9年),松 代(長 野県 ・11年),弘 前(青 森 県 ・8
年),赤 問 関(山 口県 ・13年),今 治(愛 媛 県 ・12
年),柳 川(静 岡 県 ・13年),函 館(9年)3)。
社 会 経 済 史 的 な視 点 か らプ ロテ ス タン ト史 を
研 究 され てい る工 藤 英 一 氏 は 「明 治10年"(1887)




いて も,農 村地域の教会は,終 始順調な発展の
道 を歩んだわけではなく,特 に明治14,15年 以
降の不況期には,そ れらの教会の教勢は著 しく








作 られた。第二期は,そ れらがさらに発展す る





であろう。この時期の,キ リス ト教受容層 とし
て,工 藤氏は,豪 農,地 方マニュファクチュア
ー,中 産上層農,地 方城下町などでは,、地方的
マニファクチュアー,商 人,旧 士族出身者など
をあげてお られる。この時期 もキリス ト教に対
す る嫌悪 と反感の強い時代であたっことは変
らず,黙 許の時代という社会状況に なって い
ても,あ る程度の開明的知識を持ち,識 字層で
あり,共 同体的拘束から比較的自由でφったよ
うな社会層が,キ リス ト教を受容 したとしてお
られる。キ リス ト教に対する反撥 と嫌悪は,徳
川の禁教時代から民衆の申に深 く根を下 してお
り,「上流社会か らは ミ邪 教。 とみ られ,中 流
社会では ミ異駄 と目され,下 流では ミ魔法。
視 される。」状況で あったから,こ うレた状況






あった。キリス ト教が,そ れ らの社会的制度に
















が,彼 らの伝統主義的意識か らの脱皮 を促進 し
てゆく」40)からである。
ところで,明 治20年 代後半以降は,こ れらの
農村教会は一様に衰退 してゆ くことになる。明
治22年 の帝国憲法の発布,23年 の教育勅語の発
布に よって,よ うや く明治国家体制 が 確立 さ
れ,保 守的反動的な時代風潮 となった。森有礼
の暗殺事件,内 村鑑三の不敬事件,な どは,そ
の後のキ リス ト教界の運命を予示す るものであ
り,圧 迫を象徴す るものであった。キ リス ト教
は教育勅語の精神 とあい容れぬものだとす る非
難 ・攻撃が強調 され,国 体に反す る宗教だとす
る世論操作が進められ る。明治32年(1899)に は
山県内閣のキリス ト教学校の存立を脅かす弾圧
政策が打 ち出された。その後,日 本キ リス ト教
会は 英米で 企画 された 「二十世紀 大挙 伝道」
TheTwentiethCenturyForwardMovement
を受けて,超 教派的協力の もとに,一 大伝道キ
ャンペーンが展開 されることになる。この大挙
伝道は明治34年(1901)か ら35年にかけて,一 応
の成功をお さめ,在 来の衰退沈滞から教会 を救
い出したといわれ る。この大挙伝道は,地 域的




資本主義の発達は,都 市に人口を集中 せ し
め,産 業構造を支えるものとしての新たな社会
層を出現せ しめた。それは,ま ず,会 社員,技
術者,教 員,医 者,自 由業,学 生生徒などであ
り,キ リス ト教はこれ らの新しい社会層に福音
を蒔 き,教 会社会 を形成 したので ある。 しか
し,他 面では,前 の時代の 「伝道するプロテス
タン ト」 とか,「 戦闘的 プロテスタン ト」 とい
った姿勢か ら,社 会体制に順応 した,都 市的 ・
知識人的宗教という性格と傾向をおびざるを得
なかった。キリス ト教が,都 市的で,ハ イカラ
なソサエティーを形成しているといったイメー
ジは,こ の時期か らの ものであろう0日 本 にお




2.近 江 八 幡 の キ リス ト教












記憶 しているであろう。 さらに,近 江兄弟社グ
ループの法人事業体として,財 団法人 「近江兄
弟社」,財 団法人 「近江八幡YMCA」,財 団法
人 「ヴォーリズ 記念病院」,1株式会社 「近江 オ
ドエアサービス」,学校法人 「近江兄弟社学園」
(幼稚園,小 学校,中 学校,高 等学校),株 式会
社 「一粒社ヴォー リズ建築事務所」(大阪)が あ
げ られる。これらの教育,青 少年育成,医 療,
薬品販売にわたる法人活動は,現 在もキ リス ト
教主義の経営理念のもとで行なわれているが,
一52一





と不思議に調和 して,近 江八幡 とキリス ト教の











い。人口1,000人 について3人 ないし4人 であ
って,キ リス ト教布教地図で も過疎的な地域で
あるであろう。第1章 で もあげた明治19年 の教
会教勢記録では,滋 賀県の信徒i数は101人,人
口1万 につ き信徒数の割合は1.55で ある。
近江兄弟社の前身である 「近江 ミッション」
がすでに活動 している大正14年(1925)代 で も,
たと、えば 「滋賀県史」にはつぎのように述べ ら
れている。 「本県に行われてい る宗教は殆ど仏




ので,し か も或 る地方に限られて居 る。即ち膳
所の51戸 を主として,八 幡 ・大津の各22戸,こ





的風土 について,あ る紀行家の文章を 引用す
る。
「滋賀県下のお寺の中で,圧 倒的に多いのは
お東 さん(大谷派700ケ 寺),お 西 さん(本派610
ケ寺)の いわゆる浄土真宗,真 宗1ケ 寺に対す
る檀家の比率は,鹿 児島1,000戸,広 島では600
戸 なのに,滋 賀県に入 ると約60戸,ケ タ外れに
檀家が少ない。というの も,お 寺が多すぎるわ
け。ひどいところでは;檀 家10軒 とい うのがざ
らにある。戦国時代,貴 族だけの ものであった
仏教から 「仏の前では一切平等」とい う浄土真
宗が深 く民衆の心に根を下 した。これは,開 山
親鸞の教え(悪 人正機)を 申興 した蓮如が農民
に もわかるやさしい言葉 と文章で,仏 の教えを










映 して挙行 される神社の祭 りである。
さて,滋 賀県における最初のプロテスタン ト
・キ リス ト者として活動 したのは,八 幡の高田
義甫であったといわれている7)。高田義甫は,
明治10年 大津で 「勧善社」という活版印刷業を
はじめた人物で,明 治11年,キ リス ト教信条に
準拠 した 「勧善義解」という書物をあらわして
いる。 しかし,膳 所藩士,彦 根藩士 の 士族 に
は,そ れ以前にキリス ト教に帰依 した人たちが
いたことが推定 される。明治初期に,い ずれの
宗派に も属 しない独立の日本人のキ リス ト教会
を組織した粟津高明は,膳 所藩士である8)。
それはともかく,近 江八幡のキ リス ト教伝道
の開始は,明 治13年(1880),野 間憲吉 という人
物が 厂聖書研究会」を 自宅で 開設 した ことに
はじまる。前年の明治12年6月4日,彦 根教会
(牧師本間重慶),6月5日 に も八日市に教会
(牧師須田明忠)が設立 されてお り,八 日市で信
徒 となった広瀬又次のすすめで,最 初の 「聖書
研究会」が開かれたのである。その背景には同
志社の宣教運動があった。明治10年 代前半の彦
根 ・八 日市 ・近江八幡の伝道は,先 に述べたキ
リス ト教の農村布教の時期に当ってお り,熊 本
バン ドより,新 島襄の同志社英学校に入学(明
治9年)し た人たちが,明 治11年(1878)「 日本
一53一
基 督 伝 道 会 社 」 を組 織 して,積 極 的 な 日本 伝道
を開 始 した 時期 に 当 って い る。 したが っ て,滋
賀 県 の この地 域(湖 東 地 帯)の キ リス ト教 は,
同志 社 の宣 教 活 動 に よ っ て は じ め て,種 が まか
れ た の で あ る。 彦 根 教 会 の最 初 の牧 師 と な った
本 間重 慶 は,明 治9年(1876)に 京 都 第 三 公 会 の
仮 牧 師 で あ っ た人 で あ る。・「日本 基 督 教 伝道 会
社 」 は,明 治2年(1869)伝 道 開 始 した ア メ リカ
ン ・ボ ー ドを母 胎 と して生 まれ た もの で,日 本
で の組 織 者 に は,新 島 襄 ・今 村 譲 吉 ・杉 山 高吉
な ど で あ っ た。 と ころが 明治15年(1882)に は,
この伝 道 会 社 は,近 江 八 幡 の 伝 道 を う ち 切 っ
て い る。、これ は,ど の よう な事 情 に よ る もの か
分 らな い けれ ど も,先 述 の 明治14,15年 頃 か ら
の農 村 不 況 期 と関 連 が あ るの か もしれ な い 。
明 治18年(1885)の 教 会 の リバ イバ ル と,日 本
政 府 の欧 化 政 策 に よ って ゴ 再 び キ リス ト教伝 道
の 時 期 とな るの だが,近 江 八 幡 に お い て も,明
治21年(1888),同 志 社 の ゴル ドン,彦 根 か ら堀
貞 一 牧 師,京 都 か ら時 岡 憲 一牧 師 が,再 び宣 教
を開 始 す る こ とに な る。 そ して,同 年8月10日
に は,八 幡 キ リス ト教 講 義所 設 立,11月9日 に
は,堀 牧 師 の 司 式 で,最 初 の 洗 礼 式 が 挙 行 さ
れ る。 この 時 の 受 洗 者 は16名 で あ る。名 前 を あ
げ る な らば,島 田信 太郎,、 フサ,シ ホ 。近 藤幸
衛 ミカ,保 業,ト シ。 中 村 松 太郎,野 間 セ
ツ,小 林 六 三 郎,小 川 三 吉,旭 。 土 田 茂,ウ
メ。 川 村 嘉 助,犬 丸 伝次 郎 で あ る。 同年11月11
日に,、八 幡 の 講 義 所 は,八 日市 教会 と合 併 とな
る。 八 日市 の 方 の 信 徒 と して は,.広 瀬 ス ミ,ス
ギ,ツ ネ,ミ ツ。 島 崎 吉五 郎,ツ ネ,ノ ブ。 広
瀬 熊 吉,田 中勝 三,藤 田 斎 一 の 名 が み られ る。
この 当 時 の 教会 は,き わ め て さ さや か な小 さな
組 織 で あ って,主 人 が入 信 す る こ とに よ っ て,
妻 ・娘 も従 って い る こ と蒼 わ か る。 そ の 中心 的
な人 物 が,八 日市 の 広瀬 又 次 で あ り,近 江 八 幡
の野間憲吉であったと推定 され る。これ らの人
たちが,ど のような社会層に属 し,ど のような
動機でキ リス ト教に改宗 したかは,大 いに関心
のあるところだが,今 のところ調査不足であっ
て,別 なレポー トとす ることにする。





治25年 に男2名 ・女1名,明 治26年 には男5名
・女5名 と比較的多 く.の受洗者がでている。明






・ボー ドより独立 したが,近 江八幡は,直 接資
金援助をうけていた。
明治34年 に なって,浜 田牧師 が 八幡に 来任
し,近 江八幡教会がで きた。そして,そ の布教
範囲も市之辺,菩 提寺,三 雲,水 口方面に も拡
が っていた。












3.W.メ レル ・ヴ ォ ー リズ と近 江 兄 弟 社
近 江 兄 弟社 の創 立 者,W.メ レル ・ヴ ォ ー リズ
の 簡 単 な 略 歴 を あ げ る。
1880年 ア メ リカ ・カンザ ス州 レブ ン ワー ス
の 生 ま れ 。
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1902年 コ ロラ ド大 学 在 学 中,カ ナダ の トロ
ン トで 開 か れ た学 生伝 道 義 勇軍 の 大 会
に 出席 し,そ こで,ハ ワー ド ・テ ー ラ








とともに,バ イブル ・クラスを開 く。




1907年2月YMCA会 館落成。3月 にキ リ










.1918年 近江療養院(サ ナ トリウム)開 設。








1930年 キ リス ト教社会事業の功績により,
母校コロラ ド大学から名誉法学博士を
贈 らる。








弟 社 図 書 館)に 訪 れ た が,館 長 さん を は じめ館
員 の人 た ちが,メ レル 先 生 と言 って,今 なお ヴ
ォー リズ 氏 の こ とを尊 敬 して語 られ るの に驚 い
た ことが あ る。八 幡 市 民 に と って,ヴ ォ ー リズ氏
は,親 しみ と尊 敬 の念 で思 い 出 され る人 物 の よ
うな 感 を うけ た。 メ レル ・ヴ ォ ー リズ は 自分 の
事 業 を 「一 粒 の か ら し種 」(AMustardSeed)
に た とえ て い る。 これ は 言 うま で もな く,「 神
の 国 は一 粒 のか ら し種 の よ うな もの で あ る。」と
い うイ エ ス の言 葉 に よ っ てい る。 地 に まか れ た
一粒 の か ら し種 は
,や が て成 長 して 大 きな枝 を
張 り,空 の鳥 が 宿 る まで に な る,と い う意 味 で
あ る。 ヴ ォー リズ に と っ て は,キ リス ト教 の伝
道 とい う こ と と,事 業 活 動 とい うこ とが 一 つ に
結 び つ い て い るの であ る。
ヴ ォー リズの 人 柄 に つ い て は,自 伝 とか,文
章 とな っ た 当時 の 交友 関 係 者 の人 物 評 に頼 る し
か な いが,① ユ ー モ ア と諧 謔 に 富 ん だ人 物 で あ
っ た こ と。 ② フ ロン テ ィア ・ス ピ リッ トに富 ん
だ人 物 で,よ い意 味 で の禁 欲 主 義 者,合 理 主 義 者
で あ っ た。 禁 酒禁 煙,8時 間睡 眠。6日 間 の労
働 とい っ た こ とを 自分 も実 行 し他 人 に もそれ を
求 め た。 ③ 芸術 志 向 の面 が強 く,建 築 に もす ぐ
れ た造 形 感 覚 を 示 した が,音 楽 も愛 し,日 本 の
書 もよ くした 。④ 近 江 八 幡 市 を世 界 の中 心 と考
え るほ ど,定 住 地 を愛 した。 ⑤ 大 正 期 に は,日
本 の キ リス ト教 界 は,か な り開 か れ た文 化 的 ・
市 民 的 ソサ エ テ ィを な して い た の で,ヴ ォー リ
ズ は,そ れ らの 人 び と との 交友 に め ぐ まれ,
ま た本土 の アメ リカ に も,彼 の 事業 に対 す る出
資 者 ・協 力 者 が あ っ た。 ⑥ 近 江 兄 弟社 で は,合
議 制 が と られ,当 時 に あ っ て は,き わ め て珍 し
い デ モ ク ラテ ィ クな団 体 で あ っ た。⑦ 日本 組 合
系 との結 び つ きが 強 く,同 志 社 をは じめ とす る
この 教 派 は欧 米 の会 衆 派 教 会 の体 制 を と って い
た が,近 江 ミッシ ョン に もそ うした雰 囲気 が あ
った 。⑧ ヴ ォー リズ は,宣 教 師 で も牧 師 で もな
く,教 会 に対 して は終 始 協 力 者 とい う立 場 に と
ど ま った 。
近 江八 幡 教 会 の 牧 師 で あ っ た 高 橋 氏 に よ る
と,近 江 ミッシ ョン特 色 と して,① 教 派 を重 視
しな い 。② 教 職 ・信 徒 の 別 を 最 小 限 に とど め
る。 ③ 自給独 立 の精 神 に 満 ちて い た。 ④ 多 くの
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内外 の協 力 が あ うた 。 とい う4点 を あ げ て お ら
れ る。(「湖 畔 の 声 」)
ヴ ォー リズ は,自 分 の 信 仰 を次 の よ うに 語 っ
て い る。 「あ る人 に とって 宗 教 は 祭 日の と きの
晴 れ 着 の よ うな もの で あ り,あ る人 に とっ て は
芸 術 や音 楽 の よ うな趣 味 の一 種 で あ り,ま た あ
る人 々 に と って は 苦 しい と きに 逃 げ こむ と こ
ろ,さ らに あ る人 々に は死 後 の生 命 保 険 の よ う
な もの,あ る人 々 に は それ は神 学 的 思 弁 の学,
ま た一 宗 一 派 の 宣 伝 を し た り弁 護 した りす る こ
とで あ る。 しか し,近 江 兄 弟 社 社 員 に と って,
宗 教 は生 活(生 命)そ の もの で あ っ て,そ の他
の もの で は な い。 そ の 目的 は この信 念 を実 験 的
に実 証 す る こ とで あ る。」
ヴ ォー リズ の 信 仰 で は,事 業 活 動 そ の ものが
宗 教 な の で あ る。 それ が,き わ め て行 動 的 ・実
践 的 な もの で あ っ た こ とが注 意 され る。
同 時 代 に キ リス ト教 界 で 活 躍 した 賀 川 豊 彦 の
ヴ ォー リズ観 は大 変 面 白い の で 少 し長 くな るが
引 用 して み る。.賀川 豊 彦 は,ヴ ォ ー リズ を フ ロ
ン テ ィ ア ・ス ピ リッ トに満 ち た ア メ リカ人 の 典
型 と と らえ て い る。,
「実 際,メ レル ・ヴ ォー リズ は ヤ ン キ ー の な
か の ヤ ンキ ー で あ る。 日本 に来 て も少 し もヤ ン
キー 味 が 抜 け て い ない 。 もし 日本 人 が米 国人 の
米 国人 を見 たい と思 うと きは,メ レル ・ヴ ォー
リズ を見 るの が 一 番 よい 。賢 くて快 活 で,一 生
懸 命 で,発 明的 だ。 そ して,ヤ ン チ ャで,苦 難
を平 気 で乗 り ζえ て行 く。」
「ヴ ォー リズ は,世 界 の 中心 は近 江 八 幡 だ と
い って い る。 そ れ ほ どの諧 謔 の持 主 で あ る。 こ
れ も,彼 が ヤン キ ー で あ る証 明 で あ る。 あ の男
は 一寸 や そ っ とで へ こむ人 間 で は な い 。」
「彼 の 滑 稽 と諧 謔 は,も っ と も美 しい ヤ ン キ
ー魂 か ら出 てい る。」
「メ レル ・ヴ ォー リズ とそ の周 囲 の人 た ち は,
面 白 い群 団 組 織 を もっ て い た。 それ も,や は り
ヤ ン キ ー式 の デ モ クラ シ ー で あ る。 ヴ ォー リズ
は,今 で は ど うか 知 らぬ が,ご く最 近 ま で,自
分 の労 作 した収 入 す ら全 酬 権 を主 張 した ほ ど,
従 業 員 の合 議 制 で や って い た。 これ な ど,他 人
の真 似 の で きな い偉 い と ころ で あ る。」
「私 な どの眼 か らみれ ば,メ レル ・ヴ ォー リ
ズの周囲の人々はあまり西洋臭いよ.うな気が し
てならない。……近江八幡には英語が少 し多す
ぎるような気がす る。」(こ れらの文章は,吉 田
悦蔵 「近江の兄弟」大正12年 の序文にある。)
近江 ミッションを支えた人 々の中で,中 心的
な人物 として,吉 田悦蔵 と村田幸一郎とが い
た。 この二人は,八 幡商業在学中にヴォー リズ
に傾倒 し,卒 業後職を捨ててヴォー リズの事業
に協力 して近江兄弟社の基礎を築いた。いずれ
も,在 学中に洗礼をうけたが,二 人 ともその生
家には飲酒の父を もつとか,賃 席業を営んでい








正社員(フ ル ・メンバー),② 準社員(ア ソシェ
ー ト・メンバー),③ 補員(キ ャン ディデ ィー
ト),④ 見習員,⑤ 雇い(月 ぎめ給料の人),⑥
臨時雇いか らなっている。
・つぎに近江 ミッションの団員規則をあげ る。

















ロ.基 督教徒ノ生活ニナレ,廃 酒廃煙 ノ
約束 ヲ守 リ基督教運動 ノ障害ヲナサザ
ル モ ノ
ハ.福 音 主 義 基 督 教 徒 ト ナ リ、タ ル ト キ
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ハ,実 行 委 員 会 ノ推 薦 ニ ョ リ準 員 トナ
ル コ トヲ得
2.一 般 規 則
(1)近 江 ミッシ ョン社 員 ハ実 行 委 員 会 二 於
テ,委 員 全 員 ノ賛 否 ニ ヨ リ資 格 ヲ失 フ コ
トア リ
(2)近 江 ミッシ ン ノ正 準 員 ニ シ テ未 信 者 ト
婚 姻 シ タル トキハ,ミ ッ シ ョン補 員 トナ
丿レ
(3)国 法ヲ犯シ,又 ハ道徳罪ヲ犯シタルモ








二拘束サレズシテ近江 ミッシ ョン本来 ノ
目的二反スルモノハコレヲ無効 トス
実行委員会 というのは,ヴ ォー リズ,吉 田悦
蔵,村 田幸一郎の上記三人 と,三 人の特にえ
らんだ人たちと,各 部門の代表者か らなって
いた。
さて,メ レル ・ヴォー リズのキリス ト教事業
は,や はり,文 明開花の明治の初期に来 日した
宣教師たちと同一の路線上にあった。合理的精
神に富み,禁 欲主義の生活態度は,フ ロ゚テスタ
ン トの もたらした ものである。ヴォー リズの近
江 ミッションの場合は,しか し,先行の伝道家が
蒙ったような迫害や反感はあまり見 られない。










近江 兄弟社の もつ自由さと ハイカラ さは,異
質な世界のものにみえたことであろう。キ リス
ト者の活動が,自 分たちの生活や思想への批判
であり挑戦である こともわかって いたで あろ









思われる。兄弟社の地域 に与 えた影響は,精 神
的 ・文化的な感化の方が強 く,共 存共栄的な地







テスタンテ ィズムであり,メ レル ・ヴォー リズ
は,そ うした時代のAgreatmanで あった。
近 江 兄 弟 社 に 関す る文 献
(i)「 近 江 兄弟 社60年 史」 全8巻 。
(2)「 湖 畔 の声 」 明 治45年 創 刊,現 在 に至 る。
(3)吉 田悦 蔵 「近 江 の兄 弟 」(大正12年),「 湖 畔聖 話 」
(大 正12年),「 湖 畔 日月 」(昭 和10年),「 吉 田 悦蔵 文
集 」(昭 和19年)。
(4)沖 野 岸 三 郎 「吉 田悦 蔵 伝 」1944年 。
(5)フ レ ッチ ャー,「LoveistheBridge」1967年 。
(6)M.ヴ ォー リズ の著 書 「TheEvangelizationof
RuralJapan」(大 正4年),「TheOmiBrotherhood
inNipPon」(昭 和12年),「A.MustardSeedin
Japan」(昭 和23年),「 失 敗 者 の 自叙伝 」(昭 和45年),
そ の他,建 築 や音 楽 や 詩 に 関す る書 物 が あ る。
(7)「 近 江 八 幡 教会 史 」。
(8)「 彦 根 教 会 史 」。
(9)「 京 都 平 安教 会 史 」。
〔註〕
1)杉 井 六 郎 「近 代 に お け る共 同体 と宗教 マ キ リス ト
教徒 の 場 合」 日本 宗 教 史 研究(3)所 収,法 蔵 館,101ペ
ー ジ。
2)同 上 書,102ペ ー ジ。
3)工 藤 英 一著 「日本 キ リス ト教 会 社会 経 済 史 研 究」
新 教 出版 社,144ペ ー ジ。
4)同 上 書,112ペ ー ジ゜
5)同 上 書,137ペ ー ジ。
6)「 滋 賀 県 史」 第4巻(最 近 世)名 著 出版,406～
407ペ ー ジ。
7)「 近 江 兄 弟社60年 史」 第1巻 。
8)片 小 沢 千 代松 著 「日本 の プ ロ テ ス タ ン トー120年
の歩 み」YMCA出 版,50ペ ー ジ。
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